
「入学準備金」学校の格差をなくせ！

市は、実態調査を行っていると答弁

　質問の中でも教育長が強く答弁したのが、「中学校の入学準備にかかる費用」について

です。物価高騰の影響は中学校の制服や体操服にまで及んでいます。

日本共産党は毎年、学校ごとの制服、カバン、体操服、シャツ、上履きについて、指定さ

れるもの各１点ずつ購入した場合の金額を調査しています。今年の調査では、「１１校中９

校が入学準備金（63,000円）を超える金額となっていることがわかりました。この調査を行

っていく中で、近年では半数の学校が入学準備金より安く購入できるようになってきてい

ましたが、多くの学校で制服の値上げ（約１万円近く）が行われ、体操服や上履きなどの値

上げが行われた学校もありました。そのため、２校を除き入学準備金を超える金額となり、

今年中学校入学を迎えたご家庭は負担の重さに驚きの声がありました。

　また、学校によっては金額の格差が３万円近くになることもわかり、

教育長は「学校の格差是正は早急に行う」と答弁しました。同じ八千代

市内に住んでいるご家庭で負担の格差があってはなりません。

　日本共産党は、保護者負担の軽減のために、しっかり改善されたか

随時チェックしてまいります。

　八千代市では学校にかかる費用（学用品、修学旅行、給食費など）の準備が難しいご家庭

に対して「就学援助」を行っています。

　日本共産党は長年に渡って費用の拡充や支給項目の拡充を求め、市議会での質問や担当

課への要望などで訴えてきました。特に６月議会では①小学校入学や中学校入学の際に費

用の負担が大きい入学準備金の費用の拡充。②部活動、クラブ活動費も支給項目へ③中学

校の入学準備金の支給を前年の１２月支給へと前倒しするよう質問を行いました。

　これまでは、「近隣市の動向をみて」との答弁を繰り返すことが多かったのですが、６月

議会では「学校ごとに保護者から徴収している項目や金額などの実態把握を進めるために

調査を行っている」と答弁がありました。これまでになく前向きな答弁です。保護者から寄

せられる声には「同じ八千代市にいて学校ごとに集金の金額が違う。」との声もあります。

八千代市内の学校ごとの調査を行う中で、ぜひ部活動やクラブ活動費の支給項目を拡充。

就学援助の費用の拡充へ繋げていくべきです。
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就学援助制度（八千代市）の拡充を


